
【学校教育目標】  進んで取り組み、ねばり強く努力する子  

 

 
 

授業参観へのご来校、 

ありがとうございました！！ 
～ 学校は、１年間のまとめの時期に入りました ～ 

まだまだ寒い日が続きますが、暦の上では立春を迎えました。 

さて２月９日は平日にもかかわらず、授業参観へ多数ご来校い

ただき、誠にありがとうございました。お子様の授業の様子は、

いかがだったでしょうか。 

私も各教室を回らせていただきましたが、子どもたち一人ひと

りが、真剣に授業に参加している姿が印象的でした。保護者の皆

様も微笑みながら見守っててくださっていて、とても心温まる素

敵な光景でした。 

今回は１１月の参観の反省を生かし、各教室のパーテーション

をはずしたため、特に１階の１・２年教室ではお子様も含め、寒

い思いをしていただいたことを、お詫び申し上げます。来年度の参観に関しましては、４月２７

日（土）午後（授業参観とともに学級懇談会・ＰＴＡ総会も開催）以外に、開催時期・回数等に

ついてどのようにするべきか、検証して決めさせていただきたいと思います。 

現在、学校では１年間のまとめに向け、授業や６年生を送る会・卒業証書授与式の準備を行っ

ているところです。本年度もあと２か月を切りましたが、どうぞよろしくお願いいたします。 

すてっぷルーム（別室ねすとルーム）が、開設されました！！ 
～ 校舎２階 西階段横  お子様が、ほっと一息する空間として、ご活用いただけます ～ 

２月５日から、伊勢市教育委員会のご

配慮により、校舎２階（西階段横教室）

に、すてっぷルーム（別室ねすとルーム） 

が開設されました。（ねすとルームは小俣支所内） 

この部屋の開設時間帯は８時３０分～

１２時０５分で、「少し学校に登校しにく

いな…、登校後すぐさま教室に行くので

はなく、ワンクッション置いてから教室にいこうかな…」などの思い

をもったお友だちに活用してもらうための部屋で、原則職員が１名常

駐します。３月までは試行的な設置で、４月から本格開設（明倫小は、

市内数校におけるＲ６年度先行実施校）の予定とのことです。予約は

不要ですが、直前にでも学校にお電話いただけますと、入口等配慮さ

せていただきます。上記時間帯の部分利用も可能です。 

ただ、遊ぶための空間ではありません。次のステップにつなげるためという意味で、明倫小で

は「すてっぷルーム」とネーミングしました。今後、少しずつルールづくりや環境整備を行って

いきますので、よろしくお願いいたします。みなさんも、温かい目で見守ってくださいね。 
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  笑顔あふれる、学校生活！！ 

 

登校スキップで下校！ 



心の中の、なまけ鬼を追い払おう！！ 
早くも２月に入りました。みなさんのおうちでは、節分の２月３日、「鬼

は外、福は内」と豆まきをされたでしょうか。保健室前の掲示板も、２月バ

ージョンにリニューアルされました。 

この掲示板は、「心の健康について考えよう」という２月の保健目標に基

づき、「心の中のなまけ鬼を追い払おう」という内容になっています。 

・いやいや鬼 ・ねむねむ鬼 ・だらだら鬼 ・ノンストップ鬼 

色々な鬼がいるようようですが、だからといって

無理も禁物です。自分なりに工夫して、少しずつ「自

分の心の中のなまけ鬼」を追い出せるといいですね。 

「鬼は外、福は内」 

これから寒さがさらに厳しくなりますが、みなさんご自愛ください。 

３年生が、MieMu の出前授業を受けました！！ 
２月１日、３年Ａ組が１限目に、Ｂ組が２限目に、

「MieMu（三重県総合博物館）」の学芸員さんの出前授

業を受けました。 

この出前授業は、社会科の「くらしの道具 いま･

むかし」という単元の一環で、今では使うことのない「行灯（あんどん）」

や「炭火アイロン」などが教室に登場。菜種油を入れて実際に行灯を灯し

たり、炭火を入れたアイロンでハンカチのしわを伸ばしたりと、次から次

に登場する昔の道具や、その道具を使った実演に、目から鱗の３年生でし

た。 

私たちは、文明の利器のおかげで、毎日とても便利な生活を送っていま

すが、今一度、自分たちの生活を見つめ直してみる必要があるかもしれませんね。 

２年生が、妊婦さん体験にチャレンジ！！ 

２月に入って、２年生が「妊婦さん体験の水」にチャレンジしてみました。 

写真のようにナップサックに約３kg の重さをつめ、お腹部分で抱える形で

学校生活を送ります。羊水に見立てた水が入った袋、その袋の中には玉子が

入っています。玉子を大切に守りながら学校生活を送るのには、重さを感じ

るとともに、玉子が割れないように大変神経を使ったようです。 

みんなが生まれてくるまでの間、お母さんがいかに命を育むために気を使

っていたのかを体験し、一人ひとりが、様々な思いを巡らせたようです。今

回の「命の授業」を通して、「命の尊さ」をさらに実感したのではないでしょ

うか。学校では、各学年の発達段階に応じて、様々な形で「命の授業」を行って行く予定です。 

本年度の伝統文化教室（生け花）が修了！！ 
６月１４日からスタートした、伝統文化教室（生け花）が、１月３１日

の講座をもって、本年度１年間の活動を終えました。ほぼ１か月に 1 回、

水曜日の５限後設定での家庭科室における活動でしたが、四季折々のお花

を生けることができ、とてもいい体験となりました。最終日、参加児童一

人ひとりが修了証をいただき、大喜び。１１月のめいりん子ども作品展でも、みなさんに作品を

ご覧いただけました。お世話をいただいた、お花の先生方、本当にありがとうございました。 


